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(57)【要約】
【課題】１３セグメント形式の伝送チャンネルを連結し
て送受信することができるようにする。
【解決手段】送信装置は、複数の伝送チャンネルが連結
送信されていることを示す連結送信情報であって、連結
送信される伝送チャンネルの少なくとも１つのセグメン
ト形式として１３セグメント形式を示すフィールドを有
する連結送信情報を送信する。受信装置は、送信装置に
より送信された連結送信情報を受信する。本発明は、例
えば、地上デジタルの放送信号を送信する送信装置に適
用できる。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の伝送チャンネルが連結送信されていることを示す連結送信情報であって、前記複
数の伝送チャンネルの少なくとも１つとして１３セグメント形式の伝送チャネルを送信す
る場合に、その伝送チャンネルのセグメント形式が１３セグメント形式であることを記述
するフィールドを有する前記連結送信情報を送信する
　送信装置。
【請求項２】
　連結送信される前記複数の伝送チャンネルのセグメント数が、１３より大きい値である
　請求項１に記載の送信装置。
【請求項３】
　前記連結送信情報は、連結送信記述子としてトランスポートストリームの制御情報とし
て送信され、
　前記複数の伝送チャンネルに対応する複数の前記トランスポートストリームを直交周波
数分割多重方式（OFDM）で変調し、その結果得られる前記複数の伝送チャンネルに対応す
る複数のOFDM信号を時間軸方向に同期させ、さらに、周波数方向に多重化して送信する
　請求項１に記載の送信装置。
【請求項４】
　連結送信される前記複数の伝送チャンネルの１つは、１３セグメント形式の伝送チャン
ネルである
　請求項１に記載の送信装置。
【請求項５】
　前記複数の伝送チャンネルのなかの他の１つは、１セグメント形式の伝送チャンネルで
ある
　請求項４に記載の送信装置。
【請求項６】
　前記複数の伝送チャンネルのなかの他の１つは、３セグメント形式の伝送チャンネルで
ある
　請求項４に記載の送信装置。
【請求項７】
　前記複数の伝送チャンネルのなかの他の１つは、１３セグメント形式の伝送チャンネル
である
　請求項４に記載の送信装置。
【請求項８】
　前記複数の伝送チャンネルのなかには、１セグメント形式と３セグメント形式の伝送チ
ャンネルをさらに含む
　請求項４に記載の送信装置。
【請求項９】
　連結送信される前記複数の伝送チャンネルのセグメント数は３３である
　請求項１に記載の送信装置。
【請求項１０】
　前記連結送信情報において、連結送信されている各伝送チャンネルのセグメント形式を
示す前記フィールドに、１セグメント形式であること、３セグメント形式であること、ま
たは、１３セグメント形式であることのいずれかを示す値が格納されている
　請求項１に記載の送信装置。
【請求項１１】
　前記連結送信情報において、連結送信されている各伝送チャンネルのセグメント形式を
示す前記フィールドは、１セグメント形式である場合は”00”、３セグメント形式である
場合は”01”、１３セグメント形式である場合は”10”の２ビットの情報で表される
　請求項１０に記載の送信装置。
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【請求項１２】
　前記１３セグメント形式の伝送チャンネルは、３階層以上に階層伝送可能になっており
、
　前記連結送信情報は、さらに、前記３階層以上の各階層の変調方式種別を特定するフィ
ールドを含む
　請求項１に記載の送信装置。
【請求項１３】
　複数の伝送チャンネルが連結送信されていることを示す連結送信情報であって、前記複
数の伝送チャンネルの少なくとも１つとして１３セグメント形式の伝送チャネルを送信す
る場合に、その伝送チャンネルのセグメント形式が１３セグメント形式であることを記述
するフィールドを有する連結送信情報を送信する
　送信装置の送信方法。
【請求項１４】
　複数の伝送チャンネルが連結送信されていることを示す連結送信情報であって、前記複
数の伝送チャンネルの少なくとも１つとして１３セグメント形式の伝送チャネルを送信す
る場合に、その伝送チャンネルのセグメント形式が１３セグメント形式であることを記述
するフィールドを有する前記連結送信情報を受信する
　受信装置。
【請求項１５】
　前記連結送信情報は、連結送信記述子としてトランスポートストリームの制御情報とし
て受信され、
　前記トランスポートストリームの信号は、前記複数の伝送チャンネルに対応する複数の
前記トランスポートストリームが直交周波数分割多重方式（OFDM）で変調され、その結果
得られる前記複数の伝送チャンネルに対応する複数のOFDM信号が時間軸方向に同期させら
れ、さらに、周波数方向に多重化されている
　請求項１４に記載の受信装置。
【請求項１６】
　前記連結送信情報に基づいて、所望の伝送チャンネルを受信する制御を行う
　請求項１４に記載の受信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、送信装置及びその送信方法、並びに、受信装置に関し、特に、１３セグメン
ト形式の伝送チャンネルを連結して送受信することができるようにする送信装置及びその
送信方法、並びに、受信装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　本出願人は、地上デジタル放送において、各チャンネルのガードバンドを除去した状態
で、複数の伝送チャンネルのデータを周波数軸方向に連結して送信する方法を、先に提案
している（例えば、特許文献１，２参照）。この連結送信方法は、地上デジタル音声放送
の伝送方式の規格であるISDB-Tsbにも採用されている。
【０００３】
　この連結送信方法によれば、周波数利用効率を向上させた放送を行うことができる。ま
た、受信側では、連結送信がされた伝送チャンネル間でチャンネル切り換えを行っても、
切り換え前の伝送チャンネルで確立していた同期タイミングを、引き続き切り換え後の伝
送チャンネルでも用いることができる。そのため、受信装置は、復調のための同期の引き
込み動作を簡略化でき、チャンネル切り換え時間を高速化することができる。
【０００４】
　ところで、地上アナログのテレビジョン放送は、地上デジタルテレビジョン放送への移
行にともない、２０１１年７月に終了する。この地上アナログ放送の終了により空いた周
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波数帯の一部、具体的には、２０７．５MHzから２２２MHzまでの周波数帯を使って、携帯
端末向けのマルチメディア放送を行うことが予定されている。この２０７．５MHzから２
２２MHzまでの１４．５MHzの帯域には、地上デジタルテレビジョン放送の１チャンネル分
の１３セグメント形式の伝送チャンネル２個と、１セグメント形式の伝送チャンネル７個
分に相当する最大３３セグメントを確保できる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特許第４０６２３１７号公報
【特許文献２】特許第４３５２７０１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　携帯端末向けのマルチメディア放送を行う２０７．５MHzから２２２MHzまでの帯域にお
いても、帯域を有効利用することが望まれる。そのためには、最大３３セグメントを連結
して送信できることが望ましい。
【０００７】
　しかしながら、現行のISDB-TsbやISDB-Tの規格では、１３セグメント形式の伝送チャン
ネルを連結して送信することができない。
【０００８】
　本発明は、このような状況に鑑みてなされたものであり、１３セグメント形式の伝送チ
ャンネルを連結して送受信することができるようにするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の第１の側面の送信装置は、複数の伝送チャンネルが連結送信されていることを
示す連結送信情報であって、前記複数の伝送チャンネルの少なくとも１つとして１３セグ
メント形式の伝送チャネルを送信する場合に、その伝送チャンネルのセグメント形式が１
３セグメント形式であることを記述するフィールドを有する前記連結送信情報を送信する
。
【００１０】
　本発明の第１の側面の送信装置の送信方法は、複数の伝送チャンネルが連結送信されて
いることを示す連結送信情報であって、前記複数の伝送チャンネルの少なくとも１つとし
て１３セグメント形式の伝送チャネルを送信する場合に、その伝送チャンネルのセグメン
ト形式が１３セグメント形式であることを記述するフィールドを有する前記連結送信情報
を送信する。
【００１１】
　本発明の第１の側面においては、複数の伝送チャンネルが連結送信されていることを示
す連結送信情報であって、複数の伝送チャンネルの少なくとも１つとして１３セグメント
形式の伝送チャネルを送信する場合に、その伝送チャンネルのセグメント形式が１３セグ
メント形式であることを記述するフィールドを有する連結送信情報が送信される。
【００１２】
　本発明の第２の側面の受信装置は、複数の伝送チャンネルが連結送信されていることを
示す連結送信情報であって、前記複数の伝送チャンネルの少なくとも１つとして１３セグ
メント形式の伝送チャネルを送信する場合に、その伝送チャンネルのセグメント形式が１
３セグメント形式であることを記述するフィールドを有する前記連結送信情報を受信する
。
【００１３】
　本発明の第２の側面においては、複数の伝送チャンネルが連結送信されていることを示
す連結送信情報であって、複数の伝送チャンネルの少なくとも１つとして１３セグメント
形式の伝送チャネルを送信する場合に、その伝送チャンネルのセグメント形式が１３セグ
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メント形式であることを記述するフィールドを有する連結送信情報が受信される。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の第１の側面によれば、１３セグメント形式の伝送データを連結して送信するこ
とができる。
【００１５】
　また、本発明の第２の側面によれば、１３セグメント形式の伝送データを連結して送信
された信号を受信することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の連結送信方式を説明する図である。
【図２】本発明の連結送信方式を説明する図である。
【図３】本発明の連結送信方式を説明する図である。
【図４】１３セグメント形式の伝送データについて説明する図である。
【図５】１セグメント形式と３セグメント形式の伝送データについて説明する図である。
【図６】本発明の連結送信方式を実現する連結送信記述子のデータ構造を示す図である。
【図７】連結送信記述子の詳細を説明する図である。
【図８】連結送信記述子の詳細を説明する図である。
【図９】図６の連結送信記述子が記述されるNITのデータ構造を示す図である。
【図１０】本発明を適用した送信装置の一実施の形態を示すブロック図である。
【図１１】OFDM送信装置の構成例を示すブロック図である。
【図１２】送信装置の送信処理を説明するフローチャートである。
【図１３】本発明を適用した受信装置の一実施の形態を示すブロック図である。
【図１４】本発明を適用したコンピュータの一実施の形態の構成例を示すブロック図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明を実施するための形態（以下、実施の形態という）について説明する。な
お、説明は以下の順序で行う。
１．本発明の送信方法の説明
２．本発明の送信方法により送信する送信装置の実施の形態
３．本発明の送信方法により送信された放送信号を受信する受信装置の実施の形態
【００１８】
＜１．本発明の送信方法の説明＞
［本発明の送信方法］
　本明細書では、携帯端末向けのマルチメディア放送を行う２０７．５MHzから２２２MHz
までの帯域において、周波数利用効率を向上させた送信方法と、その送信方法により送信
する送信装置、及び、その送信方法により送信された信号を受信する受信装置を提案する
。
【００１９】
　２０７．５MHzから２２２MHzまでの１４．５MHzの帯域幅には、最大で３３セグメント
確保できる。ここで、１セグメントは、従来の地上アナログ放送の１チャンネル分の帯域
幅（６MHz）を１４等分したデータ単位である約４２９KHzの帯域であり、地上デジタル放
送の基本帯域である。そこで、本発明の送信方法は、各チャンネルの伝送データを最大３
３セグメントまでガードバンドなしで連結させて送信（連結送信）することを可能とする
ものである。
【００２０】
　本発明の送信方法では、１４．５MHzの帯域幅に、１３セグメント形式、１セグメント
形式、または３セグメント形式の伝送データを、最大３３セグメントとなるまで任意に組
み合わせて連結送信できるようにする。ただし、伝送データには、１３セグメント形式の



(6) JP 2015-53689 A 2015.3.19

10

20

30

40

50

データを少なくとも１つは含むものとする。
【００２１】
　例えば、送信装置は、図１に示すように、１３セグメント形式の伝送データ２個と、１
セグメント形式の伝送データ７個を連結させた計３３セグメントの伝送データを連結送信
することができる。また例えば、送信装置は、図２に示すように、１３セグメント形式の
伝送データ２個、１セグメント形式の伝送データ４個、及び、３セグメント形式の伝送デ
ータ１個を連結させた計３３セグメントのデータを連結送信することもできる。
【００２２】
　なお、１セグメント形式、３セグメント形式、１３セグメント形式の伝送データを、ど
の周波数帯に配置するかも任意である。従って、図１と同じ、１３セグメント形式の伝送
データ２個と、１セグメント形式の伝送データ７個の組み合わせの連結であっても、例え
ば、図３に示すような配置とすることもできる。
【００２３】
　また、３３セグメント全てを使用しなければならないわけではないので、例えば、１３
セグメント形式の伝送データ１個と、１セグメント形式の伝送データ１個の合計１４セグ
メントのみを連結して送信することも勿論可能である。
【００２４】
　１３セグメント形式の伝送データは、ISDB-T（Integrated Services Digital Broadcas
ting-Terrestrial）として規格されている地上デジタルテレビジョン放送の伝送形式に準
拠する。また、１セグメント形式及び３セグメント形式の伝送データは、ISDB-Tsb（ISDB
-T sound broadcasting）として規格されている地上デジタル音声放送の伝送形式に準拠
する。これにより、送信装置および受信装置の回路構成を、地上デジタルテレビジョン放
送や地上デジタル音声放送のものと共通化することができる。
【００２５】
　地上デジタルテレビジョン放送及び地上デジタル音声放送では、伝送データ（送信信号
）の変調方式として、OFDM(Orthogonal Frequency Division Multiplexing)（直交周波数
分割多重）方式が採用されている。OFDM方式では、伝送帯域内に多数の直交するサブキャ
リア（副搬送波）が設けられ、それぞれのサブキャリアの振幅や位相にデータを割り当る
、PSK(Phase Shift Keying)やQAM(Quadrature Amplitude Modulation)等のデジタル変調
が行われる。
【００２６】
［１３セグメント形式の伝送データ］
　図４を参照して、１３セグメント形式の伝送データについて説明する。
【００２７】
　１３セグメント形式では、１チャンネルの伝送データが、全１３個のOFDMセグメントに
より構成される。OFDMセグメントは、１セグメントのデータ単位であるデータセグメント
にパイロット信号（SP、CP）が付加され、OFDMフレーム構成されたものである。全１３個
のOFDMセグメントはIFFTにより一括してOFDM送信信号に変換される。
【００２８】
　１３セグメント形式では、１３個のOFDMセグメントを複数の階層で構成して、同時に伝
送する階層伝送が可能である。各階層は、１以上のOFDMセグメントにより構成され、階層
ごとに、キャリア変調方式、内符号の符号化率、時間インターリーブ長等のパラメータを
変えることが可能である。ISDB-Tでは、最大で、A階層、B階層、C階層の３階層による階
層伝送が可能となっているため、本送信方法でも少なくとも３階層の階層伝送が可能とさ
れている。
【００２９】
　また、１３個のOFDMセグメントのなかの、中央部の１つのOFDMセグメントについては、
周波数インターリーブをそのセグメント内で行うことにより、１セグメント受信機（デジ
タル音声放送の受信機）を用いてテレビジョン信号の一部を受信すること（部分受信）を
可能にしている。
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【００３０】
［１セグメント形式と３セグメント形式の伝送データ］
　図５を参照して、１セグメント形式と３セグメント形式の伝送データについて説明する
。
【００３１】
　１セグメント形式の伝送データは、１個のOFDMセグメントにより構成される。１セグメ
ント形式の伝送データは、１階層（A階層）のみで構成される。
【００３２】
　３セグメント形式の伝送データは、３個のOFDMセグメントにより構成される。３セグメ
ント形式では、周波数方向の中央部の１つのOFDMセグメントと、周波数方向に上下に隣接
する２つのOFDMセグメントとを異なる階層とし、２階層伝送をすることが可能である。即
ち、中央部の１つのOFDMセグメントをA階層とし、上下に隣接する２つのOFDMセグメント
をB階層として、A階層とB階層とで、パラメータを異ならせて伝送することが可能である
。この場合、上述した１３セグメント形式と同様に、中央部の１つのOFDMセグメントにつ
いては、そのセグメント内のみで周波数インターリーブが行われる。これにより、１セグ
メント形式の送信信号のみしか受信することができない機能限定された受信機でも、部分
受信が可能となっている。
【００３３】
　以上のように、本送信方法は、１３セグメント形式の伝送データについてはISDB-Tに準
拠し、１セグメント形式と３セグメント形式の伝送データについてはISDB-Tsbに準拠する
ことで、地上デジタルテレビジョン放送や地上デジタル音声放送と共通化している。
【００３４】
　ところで、ISDB-Tsbでは、番組の選択や番組の情報を取得するための補助的な情報とな
るPSI/SI（Program Specific Information/Service Information）をトランスポートスト
リームに含めて送信する。ISDB-Tsbで使用されるPSI/SIは、MPEG-2Systems並びにARIB ST
D-B10で定義されている。
【００３５】
［連結送信記述子connected_transmission_descriptor()］
　MPEG-2Systems並びにARIB STD-B10では、PSI/SIの一つとして、NIT(Network Informati
on Table)を規定している。このNITは、変調周波数など伝送路の情報と、放送番組を関連
付ける情報を定義する。例えば、NITには、地上伝送路の物理的条件を記述する地上分配
システム記述子［terrestrial_delivery_system_descriptor()］や、編成チャンネルとそ
の種別の一覧を記述するサービスリスト記述子[service_list_descriptor()］などがある
。
【００３６】
　このNITに含める記述子として、地上伝送路における連結送信時の物理的条件を記述す
る連結送信記述子［connected_transmission_descriptor()］を、図６のように定義する
。
【００３７】
　即ち、図６は、本発明の最大３３セグメントまで連結して送信する連結送信方法を実現
するため、地上伝送路における連結送信時の物理的条件を記述する連結送信情報としての
連結送信記述子［connected_transmission_descriptor()］のデータ構造を示している。
【００３８】
　連結送信記述子［connected_transmission_descriptor()］は、連結送信がされるトラ
ンスポートストリームのグループを識別して、このグループ内のトランスポートストリー
ムを列挙することができる記述子である。この連結送信記述子［connected_transmission
_descriptor()］は、NITのTSループ内に記述される。
【００３９】
　［descriptor_tag］のフィールドには、本記述子を他の識別子と識別するタグが記述さ
れる。
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【００４０】
　［descriptor_length］のフィールドには、以下に続くデータの全バイト数が記述され
る。
【００４１】
　［connected_transmission_group_id］のフィールドには、連結送信をしているトラン
スポートストリームのグループを識別する連結送信グループIDが記述される。例えば、計
３３セグメントの全てのトランスポートストリームが連結されている場合、これら全ての
トランスポートストリームには、同一の連結送信グループID（例えば、“0”）が設定さ
れる。
【００４２】
　［segment_type］のフィールドには、当該連結送信記述子が示しているトランスポート
ストリームが、１セグメント形式、３セグメント形式、または１３セグメント形式のいず
れであるか識別するセグメント形式種別が記述される。この［segment_type］のフィール
ドは２ビットの情報であり、図７に示すように、“00”が１セグメント形式を表し、“01
”が３セグメント形式を表し、”10”が１３セグメント形式を表す。“11”はTMCC信号を
参照して判断することを表している。
【００４３】
　［modulation_type_A］のフィールドには、変調方式種別が記述される。この［modulat
ion_type_A］のフィールドは、１セグメント形式の場合にはセグメント全体のデータの変
調方式種別を表し、３セグメント形式及び１３セグメント形式の場合にはA階層の変調方
式種別を表す。
【００４４】
　変調方式種別には、差動変調方式と同期変調方式とがある。差動変調方式は、DQPSKで
あり、同期変調方式は、QPSK、１６QAM、または、６４QAMである。差動変調方式かまたは
同期変調方式かを示す変調方式種別は、広義の変調方式の分類であるということができ、
DQPSK、QPSK、１６QAM、または６４QAMのいずれであるかは狭義の変調方式の分類である
ということができる。
【００４５】
　［modulation_type_A］のフィールドは２ビットの情報であり、図８に示すように、“0
0”が差動変調方式（DQPSK）を表し、“01”が同期変調方式（QPSK、１６QAM、６４QAM）
を表す。“11”はTMCC信号を参照して判断することを表し、“10”は将来のためのリザー
ブである。
【００４６】
　［modulation_type_B］のフィールドには、３セグメント方式及び１３セグメント形式
におけるB階層の変調方式種別が記述される。なお、この［modulation_type_B］のフィー
ルドは、１セグメント形式の場合には意味をもたない。この［modulation_type_B］のフ
ィールドは２ビットの情報であり、その意味は、図８に示した［modulation_type_A］の
フィールドと同様である。
【００４７】
　［modulation_type_C］のフィールドには、１３セグメント形式におけるC階層の変調方
式種別が記述される。なお、この［modulation_type_C］のフィールドは、１セグメント
形式及び３セグメント形式の場合には意味をもたない。この［modulation_type_C］のフ
ィールドは２ビットの情報であり、その意味は、図８に示した［modulation_type_A］と
同様である。
【００４８】
　［additional_connected_transmission_info］のフィールドには、事業者の運用規定で
定める補足情報が記述される。
【００４９】
　以上が、ISDB-Tに準拠し、最大３階層で階層伝送する場合に対応する、本送信方法であ
る連結送信時の物理的条件を記述する連結送信記述子のデータ構造である。仮に、最大４
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階層で階層伝送する場合に対応するためには、４階層目（D階層）の変調方式種別を記述
する［modulation_type_D］のフィールドを、［modulation_type_C］のフィールドの後に
設ければよい。同様にして５階層以上の階層伝送にも対応することが可能である。
【００５０】
　なお、１階層（A階層のみ）で伝送される場合には、B階層とC階層は存在せず、２階層
で伝送される場合には、C階層は存在しないことになる。そのような存在しない階層の変
調方式種別を記述するフィールドには、当該階層での伝送がなされないことを示す情報を
記述するようにしてもよい。具体的には、当該階層での伝送がなされないことを示す情報
を“10”で表し、例えば、１階層で伝送する場合、［modulation_type_B］と［modulatio
n_type_C］のフィールドには“10”を記述し、２階層で伝送する場合、［modulation_typ
e_C］のフィールドに“10”を記述するようにしてもよい。
【００５１】
［NITのデータ構造］
　図９は、以上のような連結送信記述子［connected_transmission_descriptor()］が記
述されるNITのデータ構造を示している。
【００５２】
　［table_id］のフィールドは、このネットワーク情報セクションが何を示すセクション
であるかを示す識別子であり、ここには、自ネットワークのNITである場合には「0x40」
なる値が、他ネットワークのNITである場合には「0x41」なる値が記述される。NITには、
自己のネットワーク情報を示すNIT、他のネットワークの情報を示すNITがある。
【００５３】
　［section_syntax_indicator］のフィールドは、セクションシンタクス指示を示す識別
子であり、その値は常に「１」とされる。
【００５４】
　［reserved_future_use］のフィールドは、将来のなんらかの情報を規定できるようし
たリザーブ拡張領域である。［reserved］のフィールドは、リザーブ領域である。
【００５５】
　［section_length］のフィールドは、セクション長フィールドの直後からCRC(Cyclic R
edundancy Check)を含むセクションの最後までのセクションのバイト数を規定する。
【００５６】
　［network_id］のフィールドは、NITが示すネットワークを識別するためのIDである。
【００５７】
　［version_number］のフィールドは、サブテーブルのバージョン番号を示す。［curren
t_next_indicator］のフィールドは、この値が「１」である場合に、サブテーブルが現在
のサブテーブルであることを示し、この値が「０」である場合に、送られるサブテーブル
はまだ適用されず、次のサブテーブルを使用することを示す識別子である。
【００５８】
　［section_number］のフィールドは、セクションの番号を示す。サブテーブル中の最初
のセクションのセクション番号は「0x00」となる。このセクション番号は、同一の［tabl
e_id］と［network_id］とを有するセクションの追加ごとに値が「１」ずつ加算される。
【００５９】
　［last_section_number］のフィールドは、そのセクションが属するサブテーブルの最
後のセクション、すなわち最大のセクション番号を有するセクションの番号を示す。
【００６０】
　［network_descriptors_length］のフィールドは、以下に続くネットワーク記述子（de
scriptor()のこと）のループの全バイト数を示す。ループ内には、ネットワーク記述子de
scriptor()が記述される。
【００６１】
　［transport_stream_loop_length］のフィールドは、CRC_32の最初のバイトの直前に終
わるトランスポートストリームループの全バイト数を示す。
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【００６２】
　そして、以下TSループが記述される。
【００６３】
　TSループ内の［transport_stream_id］のフィールドは、このトランスポートストリー
ムを分配システム内の他の多重から識別するためのIDである。
【００６４】
　［original_network_id］のフィールドは、元のネットワークの［network_id］を示すI
Dである。
【００６５】
　［transport_descriptors_length］のフィールドは、以下に続くトランスポート記述子
（descriptor()のこと）のループの全バイト数を示す識別子である。このトランスポート
記述子内に、上述した連結送信記述子［connected_transmission_descriptor()］、地上
分配システム記述子［terrestrial_delivery_system_descriptor()］、サービスリスト記
述子［service_list_descriptor()］などが記述されることとなる。
【００６６】
　［CRC_32］のフィールドは、CRCを示し、セクション全体を処理した後にレジスタ出力
が「０」となるようなCRC値を含むエラーコードである。
【００６７】
　以上のように、連結送信記述子［connected_transmission_descriptor()］は、連結送
信される伝送チャンネルのセグメント形式の１つとして１３セグメント形式を定義できる
フィールドを有する。１３セグメント形式の伝送チャンネルは３階層以上に階層伝送可能
になっており、連結送信記述子［connected_transmission_descriptor()］は、少なくと
も３階層の各階層（A階層、B階層、C階層）の変調方式種別を特定するフィールドを含む
。
【００６８】
　連結送信記述子［connected_transmission_descriptor()］は、上記連結送信される複
数の伝送チャンネル（トランスポートストリーム）を関連づけている。従って、この連結
送信記述子をMPEG-2Systemsの制御情報に含めることによって、互いに連結送信がされた
複数のトランスポートストリームに関連付けて、受信装置に知らせることができる。
【００６９】
　このため、受信装置では、NITに含まれた連結送信記述子を解析することにより、現在
受信しているトランスポートストリームが含まれているセグメントに、連結送信がされた
上隣接セグメント（高周波側に隣接するセグメント）が存在するか否か、並びに、連結送
信がされた下隣接セグメント（低周波側に隣接するセグメント）が存在するか否かを判断
することができる。さらに、それらの上隣接又は下隣接セグメントの変調方式種別が同期
変調方式か或いは差動変調方式かを判断することができる。受信装置は、現在受信してい
るトランスポートストリームが含まれているセグメントの変調方式種別が同期変調方式で
ある場合、上下隣接セグメントに含まれているSP信号を利用して、伝送特性を推定するこ
とができる。このように隣接セグメントのSP信号を利用して伝送特性を推定することがで
きると、セグメントの周波数方向の端部部分のサブキャリアの伝送特性を正確に推定する
ことができ、より正確に波形等化処理を行うことができる。
【００７０】
　なお、連結送信された隣接した伝送チャンネル（トランスポートストリーム）が３セグ
メント形式である場合には、その隣接伝送チャンネル内のB階層が隣接セグメントとなり
、このB階層が同期変調方式であればSP信号を利用して伝送特性の推定をすることができ
る。
【００７１】
　また、受信中の伝送チャンネルが３セグメント形式である場合には、A階層のセグメン
トに対する隣接セグメントは、自己の伝送チャンネル（トランスポートストリーム）内の
B階層のセグメントとなる。また、B階層のセグメントに対する隣接セグメントは、自己の
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伝送チャンネル（トランスポートストリーム）内のA階層のセグメントと、他の伝送チャ
ンネル（他のトランスポートストリーム）のセグメントとなる。
【００７２】
　また、受信装置では、NITに含まれた連結送信記述子を解析することにより、受信する
伝送チャンネルを切り換える場合、切り換え前の伝送チャンネルと、切り換え後の伝送チ
ャンネルとが連結送信された関係にあるかという情報を得ることができる。受信装置は、
切り換え前の伝送チャンネルと切り換え後の伝送チャンネルとが連結送信されている場合
には、切り換え前の伝送チャンネルで確立していた同期タイミングを、引き続き切り換え
後の伝送チャンネルでも用いることができる。そのため、受信装置は、復調のための同期
の引き込み動作を簡略化でき、チャンネル切り換え時間を高速化させることができる。
【００７３】
＜２．送信装置の一実施の形態＞
［送信装置の構成例］
　図１０は、本発明の連結送信方式により、１３セグメント形式、１セグメント形式、ま
たは３セグメント形式の伝送チャンネルを連結して送信する送信装置の構成例を示してい
る。即ち、図１０は、本発明を適用した送信装置の一実施の形態を示すブロック図である
。
【００７４】
　送信装置１００は、図１０に示すように、複数のソースエンコーダ１０１ａ（１０１ａ
－１０１～１０１ａ－ｎ）と、OFDM送信装置１０２と、アンテナ１０３と、システム制御
装置１０４とから構成される。
【００７５】
　各ソースエンコーダ１０１ａには、ベースバンドのビデオデータやオーディオデータ等
が入力され、各ソースエンコーダ１０１ａは、これらを、例えば、MPEG-2等の方式で圧縮
符号化してプログラムストリームを生成する。各ソースエンコーダ１０１ａは、生成され
た複数のプログラムストリームを多重化して、MPEG-2Systemsに規定されるトランスポー
トストリームを生成する。各ソースエンコーダ１０１ａから出力される各トランスポート
ストリームが、各伝送チャンネルに対応することとなる。
【００７６】
　また、各ソースエンコーダ１０１ａには、システム制御装置１０４により生成されたNI
T等の制御情報（PSI/SI）が入力され、各ソースエンコーダ１０１ａは、これらもトラン
スポートストリームに含めて多重化する。この制御情報内に、上述した連結送信記述子［
connected_transmission_descriptor()］が含まれる。
【００７７】
　OFDM送信装置１０２は、各ソースエンコーダ１０１ａから入力されたトランスポートス
トリーム毎、すなわち伝送チャンネル毎に伝送路符号化処理をし、２０４個のOFDMシンボ
ルからなる伝送フレームであるOFDMフレームを構成する。続いて、OFDM送信装置１０２は
、伝送チャンネル毎に生成された複数（２０４個）のOFDMシンボルを時間軸方向に同期さ
せ、さらに、これらのOFDMシンボルを周波数方向に多重化する。続いて、OFDM送信装置１
０２は、周波数方向に多重化した複数のOFDMシンボルを、一括してIFFT変換し、OFDM変調
を行う。
【００７８】
　OFDM送信装置１０２は、図１１に示すように、IFFT入力割付部１１１、IFFT演算部１１
２、及びガードインターバル付加部１１３を少なくとも含んで構成される。
【００７９】
　誤り訂正、インターリーブ、キャリア変調などが行われ、OFDMフレームに構成された各
伝送チャンネルのデータ（TS）が、IFFT入力割付部１１１に入力される。IFFT入力割付部
１１１は、各伝送チャンネルのデータを周波数方向に多重化する。IFFT演算部１１２は、
ｎチャンネル分の多重化信号を一括して逆フーリエ変換し、時間領域のベースバンドのOF
DM信号を生成する。ガードインターバル付加部１１３は、IFFT演算部１１２からのベース
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バンドのOFDM信号にガードインターバルを付加する。
【００８０】
　OFDM送信装置１０２は、以上のように処理を行うことにより、複数の伝送チャンネルを
連結することができる。そして、このOFDM送信装置１０２により連結された複数の伝送チ
ャンネルの送信波は、アンテナ１０３を介して外部に送出される。
【００８１】
［送信処理のフローチャート］
　次に、図１２のフローチャートを参照して、送信装置１００の送信処理について説明す
る。
【００８２】
　初めに、ステップＳ１において、システム制御装置１０４は、連結送信記述子［connec
ted_transmission_descriptor()］を含む制御情報（PSI/SI）を生成し、各ソースエンコ
ーダ１０１ａに供給する。
【００８３】
　ステップＳ２において、各ソースエンコーダ１０１ａは、MPEG-2Systemsに規定される
トランスポートストリームを生成する。より具体的には、各ソースエンコーダ１０１ａは
、ビデオデータやオーディオデータ等の複数のプログラムストリームを多重化して、各伝
送チャンネルに対応するトランスポートストリームを生成する。このとき、連結送信記述
子［connected_transmission_descriptor()］を含む制御情報（PSI/SI）も多重化される
。
【００８４】
　ステップＳ３において、OFDM送信装置１０２は、各ソースエンコーダ１０１ａから入力
されたトランスポートストリーム毎にOFDMフレームを構成する。
【００８５】
　ステップＳ４において、OFDM送信装置１０２は、伝送チャンネル毎のOFDMシンボルを時
間軸方向に同期させ、さらに、これらのOFDMシンボルを周波数方向に多重化する。
【００８６】
　ステップＳ５において、OFDM送信装置１０２は、周波数方向に多重化した複数のOFDMシ
ンボルを一括してIFFT変換し、時間領域のベースバンドのOFDM信号を生成する。
【００８７】
　ステップＳ６において、OFDM送信装置１０２は、時間領域のベースバンドのOFDM信号に
ガードインターバルを付加して、アンテナ１０３から外部に送出して、終了する。
【００８８】
＜３．受信装置の一実施の形態＞
［受信装置の構成例］
　つぎに、上述した送信装置１００により送信された地上波デジタル放送の放送信号を受
信する受信装置２００の構成について説明する。換言すれば、図１３は、本発明を適用し
た受信装置の一実施の形態を示すブロック図である。
【００８９】
　図１３の受信装置２００において、受信アンテナ２２０は、送信装置１００によって送
信された地上波の放送信号を受信する。復調部２０１は、受信アンテナ２２０が受信した
放送信号に対してデジタル復調処理を施す。復号化部２０２は、復調部２０１でデジタル
復調処理が施された信号に対して、デインターリーブ処理や誤り訂正処理などを行うこと
により復号化し、トランスポートストリームを取り出す。
【００９０】
　抽出部２０３は、復号化部２０２から入力されたトランスポートストリーム中のTSパケ
ットに記述されたPID（パケット識別番号）に基づいて、各TSパケットを抽出し、各々のT
Sパケットに含まれるデジタルデータが、オーディオ信号に属するものであるか、ビデオ
信号に属するものであるかなどを判別する。そして、抽出部２０３は、オーディオ信号に
属するデジタルデータをオーディオデコーダ２０４に出力し、ビデオ信号に属するデジタ
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ルデータをビデオデコーダ２０５に出力し、データ信号に属するデジタルデータをデータ
デコーダ２０６に出力する。
【００９１】
　また、抽出部２０３は、トランスポートストリーム中に含まれるNIT、SDT(Service Des
cription Table)、BAT(Bouquet Association Table)等の制御情報（PSI/SI）を抽出して
、このPSI/SIに含まれる各情報を、システムコントローラ２０９に出力する。
【００９２】
　オーディオデコーダ２０４、ビデオデコーダ２０５、及びデータデコーダ２０６は、そ
れぞれ、抽出部２０３から入力されたデジタルデータに対して復号化処理を施すことによ
り、オーディオ信号、ビデオ信号、データ信号を生成する。なお、音声情報だけの音声放
送のみを受信する場合には、受信装置２００内のビデオデコーダ２０５及びデータデコー
ダ２０６を設けなくても良い。
【００９３】
　メモリ２０８は、トランスポートストリームに含まれる制御情報（PSI/SI）を保持する
。メモリ２０８は、書き換え可能な各種半導体メモリにより構成することができ、例えば
、受信装置２００に対して着脱自在とされていてもよい。
【００９４】
　システムコントローラ２０９は、受信装置２００の各部と各種信号のやりとりをするこ
とによって、受信装置２００の各部の動作を制御する。また、システムコントローラ２０
９は、抽出部２０３から入力されたNIT、SDT、BAT等のPSI/SIに含まれる情報を抽出し、
メモリ２０８に保持する。
【００９５】
　操作入力部２１１は、受信開始命令、サービスの切り替え命令、サービス番号の設定等
、本受信装置２００に対するユーザの各種操作（入力）を受け付ける。表示部２１２は、
例えば液晶表示装置等からなり、サービス番号の表示、サービス名、付加情報等、ユーザ
に対してデータ等の表示を行う。
【００９６】
　以上のように構成される受信装置２００の受信処理について簡単に説明する。
【００９７】
　初めに、受信アンテナ２２０が、送信装置１００から送信された放送信号を受信する。
抽出部２０３は、受信アンテナ２２０により受信され、復調されて得られたトランスポー
トストリームから、連結送信記述子が含まれるNIT等の制御情報（PSI/SI）を抽出して、
システムコントローラ２０９に出力する。
【００９８】
　システムコントローラ２０９は、NITに含まれた連結送信記述子に基づいて、所望の伝
送チャンネルを受信するよう制御する。具体的には、受信する伝送チャンネルを切り換え
る場合、切り換え前の伝送チャンネルと、切り換え後の伝送チャンネルとが連結送信され
た関係にあるかという情報を得ることができる。システムコントローラ２０９は、切り換
え前の伝送チャンネルと切り換え後の伝送チャンネルとが連結送信されている場合には、
切り換え前の伝送チャンネルで確立していた同期タイミングを、引き続き切り換え後の伝
送チャンネルでも用いるように制御する。これにより、復調のための同期の引き込み動作
を簡略化でき、チャンネル切り換え時間を高速化させることができる。
【００９９】
　上述した一連の処理は、ハードウエアにより実行することもできるし、ソフトウエアに
より実行することもできる。一連の処理をソフトウエアにより実行する場合には、そのソ
フトウエアを構成するプログラムが、コンピュータにインストールされる。ここで、コン
ピュータには、専用のハードウエアに組み込まれているコンピュータや、各種のプログラ
ムをインストールすることで、各種の機能を実行することが可能な、例えば汎用のパーソ
ナルコンピュータなどが含まれる。
【０１００】
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　図１４は、上述した一連の処理をプログラムにより実行するコンピュータのハードウエ
アの構成例を示すブロック図である。
【０１０１】
　コンピュータにおいて、CPU（Central Processing Unit）３０１，ROM（Read Only Mem
ory）３０２，RAM（Random Access Memory）３０３は、バス３０４により相互に接続され
ている。
【０１０２】
　バス３０４には、さらに、入出力インタフェース３０５が接続されている。入出力イン
タフェース３０５には、入力部３０６、出力部３０７、記憶部３０８、通信部３０９、及
びドライブ３１０が接続されている。
【０１０３】
　入力部３０６は、キーボード、マウス、マイクロホンなどよりなる。出力部３０７は、
ディスプレイ、スピーカなどよりなる。記憶部３０８は、ハードディスクや不揮発性のメ
モリなどよりなる。通信部３０９は、ネットワークインタフェースなどよりなる。ドライ
ブ３１０は、磁気ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、或いは半導体メモリなどのリ
ムーバブル記録媒体３１１を駆動する。
【０１０４】
　以上のように構成されるコンピュータでは、CPU３０１が、例えば、記憶部３０８に記
憶されているプログラムを、入出力インタフェース３０５及びバス３０４を介して、RAM
３０３にロードして実行することにより、上述した一連の処理が行われる。
【０１０５】
　コンピュータ（CPU３０１）が実行するプログラムは、例えば、パッケージメディア等
としてのリムーバブル記録媒体３１１に記録して提供することができる。また、プログラ
ムは、ローカルエリアネットワーク、インターネット、デジタル衛星放送といった、有線
または無線の伝送媒体を介して提供することができる。
【０１０６】
　なお、コンピュータが実行するプログラムは、本明細書で説明する順序に沿って時系列
に処理が行われるプログラムであっても良いし、並列に、あるいは呼び出しが行われたと
き等の必要なタイミングで処理が行われるプログラムであっても良い。
【０１０７】
　本発明の実施の形態は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨
を逸脱しない範囲において種々の変更が可能である。
【０１０８】
　例えば、本発明の連結送信方法による放送信号は、放送局から地上波の信号として送信
されるものに限らず、衛星波、CATV(Cable Television)網等を介して送信されてくるもの
でもよい。また例えば、放送信号がIPTV(Internet Protocol Television)のようにマルチ
キャストで送信されてくるものでもよく、この場合、webサーバが本発明の送信装置に該
当し、NIC(Network Interface Card)等のネットワークI/F(Inter face)を備えるパーソナ
ルコンピュータ等が本発明の受信装置に該当する。
【符号の説明】
【０１０９】
　１００　送信装置，　１０１ａ　ソースエンコーダ，　１０２　ＯＦＤＭ送信装置，　
１０４　システム制御装置，　２００　受信装置，　２０３　抽出部，　２０９　システ
ムコントローラ
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